
第Ⅴ章

　 ７　県産木材の利用を促進する

　　　（１）　安定的な供給体制の整備

　　　（２）　住宅での利用拡大

　　　（３）　公共施設等での利用拡大

　　　（４）　未利用木質資源の利用促進

　 ８　森林を整備・保全する

　　　（１）　公益的機能を持続的に発揮できる森林の整備

　　　（２）　森林保全対策の推進

　農山村

　 ９　活力ある農山村を創る

　　　（１）　農林業を核とした活力ある農山村の創生

　　　（２）　農業・農山村の多面的機能の向上・発揮

　　　（３）　地域特性を生かした地域農林業の振興

　　　（４）　鳥獣被害防止対策の推進

  １０　県民の農林業・農山村を大切にする意識を醸成する

　　　（１）　体験・学習・交流機会の充実

　　　（２）　県民参加の森づくりの推進

ビジョンの推進に当たって
　１　県民参加の取組の必要性と役割分担

　２　ビジョンの実効性の確保

参考資料
　１　策定の経緯

　２　用語集
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　農林業・農山村は県民生活に欠かせない食料や木材などの供給のみならず、食品産業や観光
業などと結びつき、地域の経済や県民生活に活力をもたらすなど重要な役割を担っています。ま
た、県土の保全や水源涵養などを通じて県民生活の安心を築くとともに、美しい風景や伝統文
化の維持・形成などのいわゆる多面的機能を通じて県民の豊かな暮らしに寄与しています。
　しかし、基幹的農業従事者の減少や高齢化による農業構造の変化に加え、人口減少や高齢化
による食料消費量の変化、多様化する消費者のニーズ、食に対する安全・安心への関心の高まり、
情報通信技術（ＩＣＴ）やロボットなどの技術革新、世界の木材需給の変化、環太平洋パートナーシ
ップ（ＴＰＰ）協定や経済連携協定（ＥＰＡ）等のグローバル経済の進展など、本県の農林業・農山村
を取り巻く環境はめまぐるしく変化し、様々な課題に直面しています。
　こうした変化し続ける環境に的確に対応しつつ抱える課題を解決していくためには、農林業
の稼ぐ力・農林業に関わる人財力・農山村の地域力を高める所要の取組を着実に展開し、本県農
林業の成長産業化と多面的機能の発揮による豊かで安らぎある県民生活の実現を図っていく必
要があります。
　また、埼玉の農林業・農山村の役割は広く県民生活に関わるものであり、その最大限の発揮の
ためには、農林業関係者や関係機関・団体のみならず、多くの県民が農林業・農山村に対する思
いを共有し、それぞれの役割を十分発揮しながら、生産から消費までに関する様々な取組を強化
していく必要があります。
　このような考えのもと、本ビジョンは本県農林業・農山村の将来像を描き、これを実現する施
策を総合的に推進するために策定するものです。

　目標年度は平成２８年度から５年後の平成３２年度とします。
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